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県内限定の地酒を贅沢に使用
　横手市在住の女性グループ「ひなみプロジェク
ト」が「地元のもので名物を作り、横手を盛り上げ
よう」と2種類の高級チョコのセット「日本酒しょこ
ら藍染め包み」を開発した。
　チョコには、日の丸醸造の日本酒や酒粕、甘酒
を使用。１つは酒粕で作ったキャラメルをミルク
チョコで包んだ「極上酒粕トリュフ」。もう１つは、
甘酒入りの柚子ゼリーと「まんさくの花 純米大吟
醸 生樽原酒県内限定品」入りのビターチョコを層
にした「純米大吟醸ボンボン」。箱の包装には、西
馬音内盆踊りの衣装を手がける職人が１枚１枚染
めた藍染め絞りの布を使った。チョコは、老舗菓
子店が製造。これをひなみメンバーが丁寧にラッ
ピングしている。

今年のバレンタインシーズン、
ありそうでなかった新感覚の
高級チョコレートが話題を集めた。

地域の発酵食文化を意識
　メンバーは3人。村田弘子さん「ひ」、代表の江上尚
美さん「な」、皆川みちるさん「み」からネーミング。３
人は、10年ほど前からイベントやワークショップの企
画・運営を続けている仲間で、共に木村屋のチョコの
大ファン。「横手の活性化に繋がる商品を作りたいと
話していたとき、チョコと日本酒を合わせたら？という
案が出た」と江上さん。そこからコンセプトやイメージ
を練り上げ、木村屋、日の丸醸造、赤川呉服店に協力
を依頼。チョコは、木村屋のパティシエと共に、納得の
味が出来るまで何度も試作を繰り返した。
　一見、不思議な組み合わせのような「チョコ」「日本
酒」「藍染め」。しかし、チョコレートはカカオ、日本酒
は米、藍染めの染料は藍蓼（あいたで）の葉を発酵さ
せて出来あがるもの。これらに共通する「発酵」とい
うキーワードに着目した。酒、味噌、漬物、納豆など、
古くから発酵食文化が豊かな横手にぴったりな組み
合わせだと考えた。

丁寧に作り、大切に売る
　商品の原形は2015年の末頃完成。16年7月には、県
内事業者が製造した優れた特産品を選ぶ「あきた食
のチャンピオンシップ2016」で奨励賞を受賞した。奨
励賞受賞時点で、商品のコンセプト・デザイン・包装は
ある程度のレベルになっていたが、その後、当センター
の専門家派遣事業を利用し、デザイナーにパンフレッ
トや首かけ、シールの制作、ラベル表示のアドバイスな
どを依頼し、更なる商品のブラッシュアップを行った。
　「チョコも酒も藍染めも、職人の手仕事の技で1つ1
つ作られるもの。量産はせず、心を込めて大切に販
売していきたい」と江上さんは商品への愛情をにじま
せる。

体に優しいメニューを提供
　昨年12月18日に、秋田市にぎわい交流館「AU」で
行われた「あきたビジネスプランコンテスト2015」の
最終審査会で優秀賞を受賞した吉田七重さん（横手
市）。「自然食材を使った料理と薬膳料理をメインとし
た健康食堂カフェの開業」と題してプランを発表した。
　健康食堂カフェ「～食堂 Café～ YAKUZEN」は、
昨年10月にオープン。地元の旬の野菜を中心に、酵素
玄米、豆、雑穀類を使って食材のおいしさや栄養を生
かした薬膳料理や、中国茶のカフェメニューなど体に
優しい食を提供している。
　女性客に人気のYAKUZENだが、最近は健康に注
意を払う男性客も増えている。週末に県外から足を
運ぶお客様など、着実にリピーターを獲得している。

昨年度の「ビジネスプランコンテスト」で
入賞した吉田七重さん。
店舗を訪ね、その後を追った。

2年かけて計画を練り上げる
　介護福祉士、ナチュラルフードコーディネーター、
薬膳コーディネーター、介護食アドバイザー、福祉住
環境コーディネーターなど、様々な資格を持つ吉田さ
ん。YAKUZENを始める前は、介護福祉士として施設
に勤務していた。訪問介護などで高齢者と接する中で、
食事が健康の維持にいかに大切であるかを実感。

「中国に『医食同源』という言葉があるように、日頃か
らバランスの良い食事を摂ることで病気を予防でき
る。そこから薬膳の考え方、食事法に辿り着いた。福
祉や介護の知識・経験、資格を生かしながら、薬膳を
通じて健康になれる食を提案したいと考えた」。事業
計画は、よろず支援拠点のアドバイスを受けるなどし
て2年かけて練り上げた。

もっと魅力を広めたい
　薬膳料理とは何か。吉田さんは食事を提供しなが
ら啓蒙活動にも取り組んでいる。「薬膳とは、旬の食
材を使ったバランスの良い食事で体調を整え、免疫
力や自然治癒力を高める食事法のこと。『薬のような
味？』『漢方のような特別な食材を使うの？』といった
誤解が多い。店に来て薬膳とは何かを知って『身近な
食材で作れるものなんだ』『これなら普段の食事に取
り入れられる』と驚く人は多い」
　“薬膳”の魅力をもっと広めようと、次の取り組みも
考えている。「お客様の体調を聞き、食事のアドバイス
をしながら、その人に合った食事を提供するもの。食
で元気になってもらいたい」
　現在は女性起業家達とコラボしてYAKUZENを会
場に講座を開き、新たなファンを増やしている。

～食堂 Café～ YAKUZEN

センター活用事例

～ 食 堂  C a f é ～  YA K U Z E N

セ ン タ ー 活 用 事 例 [ c a s e 2 ]

横手市横手町四ノ口125-1
Te l . 080-6035-3791
[営業時間] 11:00～19:00（ラストオーダー18:30）
　　　 　　日曜・火曜 11:00～14:30（ランチタイムのみ営業）

横手市寿町8-13（エガミ本部内）
Te l . 090-7262-1734
E-mail  info.hinami@gmail.com
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ひなみプロジェ
クトの皆さん。左
から皆川みちる
さん、江上尚美
さん、村田弘子さ
ん。

事業計画作成時
を振り返り、「ア
ドバイスを受けて
ビジョンが明確
になった」と吉田
さん。

販売時のディスプレーも
自分たちで。こうしたイベン
トでの販売のほか、取扱店
での販売は好調で、出荷後
まもなく売り切れるほど盛
況だという。

「あきた食のチャンピオ
ンシップ2016」奨励賞の記
念盾。
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AA B 店の周囲には平鹿総合
病院や医院、薬局などが点
在。それら施設の往き帰り
に立ち寄るお客様も多い。

食材の持つ甘さを活か
し体に優しいスイーツの提
供も。スイーツはテイクアウ
トも可能。

B

ひ な み プ ロ ジ ェ ク ト http://akita-hinami.com

事業概要 あきたビジネスプランコンテスト

。すまいてし信発を報情もで」トステンコンラプスネジビたきあ「koobecaF ●

県内での創業・起業意識の醸成と、独創性のある経営計画を
持つ起業家を発掘するため、年に１回開催するコンテストです。

あきた企業活性化センター 総務相談グループ 
総合相談担当

TEL 018-860-5610
お問い
合わせ

ひなみプロジェクト
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プ ラ ザ 通 信 PLAZA COMMUNICATION

■    ワンストップ移動相談所
あ き た 企 業 活 性 化 セ ン タ ー か ら の お 知 ら せ

お 問 い 合 せ TEL 018 - 86 0 -5610　 FA X 018 - 86 3 -239 0総務相談グループ 総合相談担当

プ ラ ザ 通 信PLAZA COMMUNICATION

■  ビジネスマーケティングセミナー＆無料相談会
あ き た 企 業 活 性 化 セ ン タ ー か ら の お 知 ら せ

今後の開催スケジュール

 ブランディング・IT活用・市場調査で
 売上・利益拡大を実現する！

各分野の専門家がアドバイス
　県内の中小企業や小規模事業者、経営の支援機関
などを対象にした「ビジネスマーケティングセミナー
と無料の個別相談会」の第1弾を2月9日、大仙市の
大曲エンパイヤホテルで開催した。
　このセミナー・相談会は、「ブランディング」「IT活
用」「市場調査」をテーマに各分野の専門家を講師に
迎え、売上・利益拡大のヒントを学ぶもの。参加は無料
で、大仙市、北秋田市、由利本荘市を会場に計3回開
催（※大仙会場、北秋田会場は開催終了）。講演終了
後には、こちらも無料の個別経営相談会を開催する。

実例を交えて分かりやすく
　大仙会場の講師は、リサーチとコンサルティングを
手掛ける未来基地株式会社（横手市）の代表で、中小
企業診断士、日本生産性本部認定 経営コンサルタン
トの高橋佑輔氏と、ホームページ制作や商品・広告の
デザインを手掛けるoffice-design-farm（秋田市）
の代表でデザイナーの遠藤貴絵氏。
　「お客の欲しがるものが『価値』。中小企業のマー
ケティングリサーチ」（高橋氏）、「『サクッ』と売上アッ
プ！ヒットを生むデザイン」（遠藤氏）と題して、「顧客
価値」の発見法やマーケティングリサーチ、“売れる”
ブランディングデザイン等について具体的な事例を
交えながらアドバイスした。参加者約50人は、時折メ
モを取りながら真剣に耳を傾けていた。

　聞きやすく、分かりやすく、役に立つ講演内容で
時間があっという間に過ぎました。特に高橋さんの
講演は、興味深い内容ばかりで、もっともっとお話
を聞きたいと思ったほどです。「顧客価値」とは何
か、「顧客価値」を探ることがいかに大切か、それを
探す技術としてマーケティングリサーチをどのよう
に行うべきか考えさせられることばかりでした。
　こうしたビジネスに役に立つ講演が無料で聞け
るとはありがたい限りです。わざわざ秋田市から来
て参加した甲斐がありました。また、講演後の経営
相談も無料で受けられるのでうれしいですね。もっ
とたくさんの方に、こうしたイベントの存在を知っ
てほしいと思いました。

[ 参加者の感想 ]

有限会社割烹かめ清
女将・専務取締役 雑賀友子さん

「『顧客価値』の徹底が成功のカギ」と講
演した高橋氏。マーケティング・リサーチ
の具体的な方法を伝授した。

企業PRを狙ったホームページなど、実際
のデザイン事例を挙げ、改善前と改善後
を比較して解説した遠藤氏。

お問い合わせ

セミナーに参加して

3月9日 [木] 13:30~16:30
会場／ホテルアイリス（由利本荘市肴町5）

13:30～14:30
「サクッ」と売上アップ！ヒットを生むデザイン

デザイナー / office-design-farm代表
遠 藤 貴 絵 氏講師

14:30～15:30
「選ばれる理由を見つけてWeb、SNSをフル活用！」

15:30～16:30
秋田県よろず支援拠点による個別経営相談会

IT SNSコンサルタント / 合同会社あきたこまちネット代表社員
本 田 正 博 氏講師

事前予約受付中

無料 50名
定員参加費

秋田県よろず支援拠点（あきた企業活性化センター内） TEL 018-860-5605　FAX 018-863-2390
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